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長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 S22 施策名 ごみの減量化

担当部課 くらし文化部環境課 関係部課 教育総務課

第６次総合計画・基本目標 　３　みんなで未来へつなぐ　緑はまちの宝物

行政改革指針・重点課題 　１　経営改革の推進

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等） 一般廃棄物処理基本計画

施策開始の背景、経緯等
近年、もえるごみが増加し、資源化率が低下傾向にあること、また尾張東部衛生組合晴丘センターが今
後施設延命化工事や更新工事を控えており、ごみの減量化が必要となっている。

（どのような施策なのか）

・市民のごみ分別意識を向上し、ごみの減量化及び資源化率の向上を目指す。
・学校給食の空の牛乳紙容器をリサイクル処理し、ゴミの減量化を図る。

（誰、何を対象にしているか）

もえるごみ、空の牛乳紙容器

（対象をどのような状態にしたいか）

1人1日あたりのもえるごみの量を減量したい。学校から排出する空の牛乳紙容器をリサイクルしたい。

Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 中期 長期
（2020） （2021） （2022） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 中期 長期
（2020） （2021） （2022） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

・令和2年度は、令和元年度に各小学校区でごみの減量に関する説明会を実施したことに引き続き、既存
の市民の集まりに参加して多くの説明をしていく予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響でそれ
が全くできなかった。対面ではない説明の方法を検討すべきだったことが反省点である。
・令和2年度から、学校給食の牛乳容器がビンから紙に変更されたことに伴い、紙の空容器の処理を令和
2年度は事業系一般廃棄物として処理したが、令和3年度からﾘｻｲｸﾙ処理を開始した。
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施策に係る取組① ごみの減量啓発

・ごみの減量に関する市民
説明を市内団体等の集まり
の中で実施
・地域による資源回収拠点
運営管理実施方針決定

・ごみ減量のお願いを市内団
体等に対し実施
・市広報で特集ページ掲載
・もえるごみ組成調査実施
・地域への資源回収拠点運
営管理委託開始

もえるごみ減量対策施策
内容周知

ごみ排出量が令和2年度
比で増加から減少に転
化

令和2年度比ごみ減量化
率15％以上達成

特になし 特になし 未定 未定 未定

(延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人

施策に係る取組② ごみの減量対策

・もえるごみ減量対策施策
内容検討
・学校給食の空の牛乳紙容
器のﾘｻｲｸﾙ処理を検討、業
者ﾋｱﾘﾝｸﾞ実施

・もえるごみ減量対策施
策内容決定
・制度設計
・学校給食の空の牛乳紙
容器のﾘｻｲｸﾙ処理を実施

・施策実施に向けた準備
・学校給食の空の牛乳紙
容器のﾘｻｲｸﾙ処理を実
施

・ごみ排出量が令和2年度比
で増加から減少に転化
・学校給食の空の牛乳紙容
器のﾘｻｲｸﾙ処理を実施

・令和2年度比ごみ減量
化率15％以上達成
・学校給食の空の牛乳紙
容器のﾘｻｲｸﾙ処理を実
施

廃棄物運搬
処理委託

8,491千円
廃棄物運搬
処理委託

4,433千円
廃棄物運搬
処理委託

4,433千円
廃棄物運搬
処理委託

4,433千円
廃棄物運搬
処理委託

4,433千円

(延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人
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（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

・Ｈ30実施のもえるごみ組成調査で、もえるごみ袋の中にもえるごみ以外のものが全体の34.3%を占めて
おり、市民のごみの分別意識の変革が必要。令和3年度は組成調査を3年ぶりに実施し、最新の状況を把
握し、今後の施策の検討材料とする。また、市民に対しても広報や説明会等で啓発を促していく。
・学校給食の空の牛乳紙容器の処理方法を、令和2年度の一般廃棄物処理から、令和3年度はﾘｻｲｸﾙ処
理に変更し、ごみの排出量の削減を図った。

(進捗状況や課題など）

・近年、もえるごみが増加し、資源化率が低下傾向にあること、また尾張東部衛生組合晴丘センターが今
後施設延命化工事や更新工事を控えており、ごみの減量化が必要となっている。ごみの減量達成のため
には、説明会の実施、啓発だけではどうしても不足するため、抜本的なごみ減量施策を実施する必要が
ある。
・学校給食の空の牛乳紙容器を、令和2年度は一般廃棄物として約6,300袋（1袋あたり45㍑）排出したが、
令和3年度は、その全数をﾘｻｲｸﾙ処理するため、ごみの減量化を図ることができる。

(施策の意図に係る費用対効果の分析、検討、研究の状況など）

・ごみ処理には多額の費用がかかっており、ごみを減量することでその費用を抑えられる。また、ごみ減量
により処理施設にかかる負荷を抑え、施設の延命化につなげることができる。
・牛乳紙容器のごみの減量化を図ることはできるが、費用は一般廃棄物処理に比べリサイクル処理の方
が高額である。

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

・5年以内に抜本的なごみ減量施策の内容を決定し、それを実施することでごみの減量化を実現したい。
・牛乳紙容器の処理方法を引き続きリサイクルとし、ごみの減量化を継続したい。

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当

・行政改革の重要課題事業第２弾で示したスケジュールに基づき、「方策の検討、方針決定」を行ってください。
・エコハウスの運用や民間活用を含めた資源化率の向上に資する取組を検討してください。

内部意見への回答

改
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施策の意図に係る
費用対効果の分析

今
後

今後の
方向性、
改善点


